




























~沿 ，この研究は，それぞれ研究協力学校の絶大念協力のもと K行なったもので，学校長は じめ，
直接閣僚に協力 していただいた職員各位，念らびに児童生徒諸子に対 して も心から深(I感謝の意を
表するしだ加である。
昭和 3g年 S月23自
新潟怨立教育研究所長 小 称 正 直
目 次
研究の 構 想 ・…・・
1 研究の趣旨 ・自的..
(j) 技術 ・家樹高C学力と基礎的技術の習得
(2) 技術 ・家庭剰の学習指導と基礎的技術の習待 .....一-・……・… ……… ー… …・ー 3 
(3} 基礎的技術κつtハて … ・・…… 一一一ー .・o・.."・e・...・H ・.…一一 ・ー… ...・H ・0・-… ーー 4 
(4) 基礎的技術の習得巡程と指導 0 ・ ...・ベ'一… .... ...・e・… ・・......，.... 5 
(5) 府茨ヌす象と内界 一一日 い べ… … …ー… … …ー.....…… ・0 ・・ h ・… …… 4 
(6) 研究の目的 …・ 0 ・...… ・・0・....……・…...… … .:....…・…一….. ・ 6 
2 研究の方法 .ー.…一一一…・γ・…-一 .......…-… …...-........い九日 e …・ …ー ・ 6 
E 第一年次研究(昭和36年度 )の経過 … ?..…・…..，...・H ・..・S・H ・….......し… ・ 8 
-製図の基礎的技術習得κ関ナる実態調査一 ・……..・-・…..・ a・-・…・・ 0・・L ・ 8 
l 調査の綴喜望ー ・ー… ……・……-一-…...一…・…・…-…・ー … ....………ー 8 
2 調究結集。要約 o・e・....・....…..・H ・...・H ・H ・...・・…0・・…・ 0・… …一一 …・0・ー ? 
E 製図の基礎的技術の習得に関する面接調査 パ…・一…・ 0 ・J・一… ぃo・e・-いりー ・・....1 5 
1 調変研究の目的 ・・ ..…・….'..・ e・..…ーー ...・ H ・-・ 0・….....……・…・…・… 1 5 
2 調資対象生徒 . …・ー ・・…・…・二一-…・…一 一…いわ… γ・...・a・..・V・...・e・'"・ 15 
8 調笈の観点・方法・0 ・... … …ー・..・.• ~ . . .. .• •.... .・…・ …....- 一・ 0 ・・0・H ・ 0 ・.. 1 5 
4 寝袋調査の実際とその考察 ・リ・… ...…………-……・....・e・..…・0・…・……..・ 16 
(1) 面接調資:17U・ー… e・o・...・H ・....・… … -・ 一……-……・… ....・.....三ー…・…・ 1 6 
(2) 司王例iιついての考察 e・0・…一… …ー...，.. …ー 一ー一.........・……目・・ ・ 33 
① 事例 (1) (2) (り について .・・.....・a・-………ー…ぃ ・…・ 0 ・…… ・ 33 
@ 毒事例 〔唾) (.5 Jκついて・ ・0 ・…・0・… ・・……・・.・ H ・".'.，ー …、... 41 
@ 事例 (6) (マ)κついて ・ー ・ー 一…・ ‘ー… 0 ・.....….......……ふ……・ ー・ 46 
(31 まとめ・0 ・・……・・ ...一 …….，......・0・…・0・ー ・・・ ・…… 0・u ・M ・o・-…..・ 0・ '52 
IV 授業綴察による芸磁的技術習得過程の様態調査 ・・0・H ・M ・......・ 0 ・一…・・・・0・ー 一.ー 54 
1 授業観察のねらい ・-… … ..・H ・・ ・…… ・…・… ・ー・-一…・一….・ e・......・・ 54
2 方 法.....・H ・-…....…・・…一一…… H ・H ・-……...・H ・...……一一…一一一ι ・…山… 54 
3 授業の観察記堂書 ・0・………・….・…...・・・・・・…-…・…・目0 ・… -… …......… … 55 
(I) 第 l次 … 一……一..'… … ・・・… … ・・一… .... ・ー … … .… ... 55 
(2) fig 8 /'x .…・ …........_.:._・e 日...…ー ・ーー …・ 0 ・ ・H ・H ・-…… ........… . 68 
4 考 察 '"・H ・・……..... 一……寸…...，.....・ー ー・…一一・ー・…....… ・ 86 
5 主 と め ......…・ 0・......… ・ ・・….，ぃ…・…一・・ ー …...・目・・・.....・ー… 98







先K発表した研究紀要tI"p4集「学力と学務指部一 峨業‘家庭料編JL P 0 0年 ，研究集録 「技









つをに ，技術・家探料の学力銀と学習釘滞について ，わたしどものヨまえかたを述べるとと によ






















































的念適応能力が必要である。 {2} 生産の方法 ，組織が高度化し ，新 しい技術の基礎的知識が嬰求
される。 (31 科学や技術についての知識の必繋が増大し ，新たな判断能力と行動のしかたが要求
される。熟練した手段や身体的動作の器用さよ b一一 科学的理論的知識や知的念頭脳のはたら
き(思考刀)一一ーか重要となる。( ~ 2 )とうしたとまからもわかるようK:，科学在技術が急速
に進展するにつれ，そζで必聖書とされる知識や技術能力ロ根本的に変わってきているといえる。





技術的能力 è l/> うものであって，ぞれは技骨揃ヲ知識だけから成 b 立つものでI':I~加。ましてや客
観的法則性の認識をふ〈まない，あれやとれやの現象的念知識を物の生産や人間の労働にもって
M ても ，それをもって技術的学力とは念し得な1/>0 (1軍:3)と加われるが，全くそのとか bであ
る。
授術・家庭科の 白書~r.::r ，そのほかに近代技術の社会的な諾関係の理解や， 実践的態度の簡もる
げられて阿る。
技術 ・家庭剰の日綴(学力)としてあげられて阿るとれらの各側面を，学習の場でどのように


















































主 科学的 ，客観的法則を君主解し ，そ;j1.~完意識的に遜舟する主工場 iぐ立つJ支術の教育。
a 総合的技術の教育であって， f袈素的技術J~教育を対象としなぬ。(i::H)
とlAうとらえかたをしてみると，基礎的技術とv、う乙とか，はっき.9するでゐろう。






















妓併の習得#:f.技能的~f李阜貴から出発するとみてよかろう。妓花的~終験を手がか b と して ，
それK用具の俊11>かた，手形lの際胞質E殻 ，さらに科学や技術の原理法則。王室詩的うらづけが加わ
るととによ j).委表的な校院の段階から ，総合的な技術C段階へと高まってい〈 ものと考える。
知総として，いか{吃なナペきかを知っていると加うても ，それは主だ行ない得るととを滋味しな
凶。したがっ て， 怖かに答鋭的な法見IJ ~主の匁1総を号訟の隼震につ凶てもってい ても，技能的な央践
行為を欠Mてロ技術の習í~へt.r進み待 1.t v、。また ， t};;礎的技術の干習得をめざすとの学習に訟いて
科学や技術の原逮 ・法flJo技b舶ヲ知識理解をぬきにして ，単なる物の製作の手法 ，やbかたの醤
f守が行なわれたとしてもそれは技術習得の学智とはいえないであるう。

























































































































・ 透視(投修)cgJ...…光は自に築中す一一- . 写生ふうな見取図をやや:a者援にかいた





















































































• J工体模型('1:方体，直万依， 三角3段，同主主〉冶める1 -l.itJ'6 
〈物体Jとの&i-G覇。 が 。，2:盆直関係の総.ij百については.
立体の事聾筏薬草髭， 結宮進的。こは怨していない。



























































.>[! lii (ガラ スの紋彫1m)を9.0.ω 回
転し-.>1之市iょに各射象を表示する。
-物体と一名古史彩西岡の関係・・.IElfi: 半面倒硲





















































占める現状である。 とれらはやはり，その習得の過程に多〈の問.~gがあ った とみ念ければ本ら友柄。
。その学習活動は ，l学力の形成混程と してのホ主主にそっていなかったという こと際念ろう。っきずκそ
，れらの問題点を項目的Kあげてみよう。
o "三方から見?と図をかき(三街図〉一定のさまりによって凶従する。，といった茨硲的設現.象








践が~t.l:作業学習の過程にかいて u その位置1凱*，総合関係をし uかりつかませるということでる
って，そうした過程を用窓する必妥があゐ。
















主(a) 百吉 原 書章 一
使術・家主主革手指綜のき正法貌J叉 i支術教育 (5月号)19a 0 箆土紘
銭術tこ.おける現時 教育科学(:iI4.，ラ)115 8明治国管
主安f努手斗の学力 .技術教育 (5刀旬。)1960関土校













島母 国 員 二
清原道野偽続
t脅威道究子他縞












袋術の哲学 1 I 5 1 岩波書腐
ジヴエト放Tf学のIJ.O:J'L 骨 52 都秋社
l1!.~定数予まの訴状と附雌 1 (1 5 2 Iii!#i問題紛究社
教育1京額一 庫業教育の聖書喝事のために 19 5 :1 立 川 幽 諜
i除草陸.語買鍾華料の際援 ' 
教育学ノーー ト
1 !J 5 6 .l: 11 悩曾
1 9 {I 6 知I 出新笥
2持座主士会t!I.宵学官時 1地場産量定数宵の善幸;K開館 1 f) 5 ;3 原隊総出版社
ソグヱトの総合後f荷主主脊 1 0 6 6 SI'-~挙館出版社
正語2陵夜術電文字:r~際鐙錦 S 巻 内軍事 .万主食 .評価 l骨 1)7 生活科学絢笠会
海業主変季節教育器箆祭 Z老妻 隼絡と回線
量定術革新と俊術教育 1 9 O 9 
科学技術者t腎のまま~
役術と教育
1 9 5 9 
1 16 1 




中学絞学聖子街路穆華軍側 織業 ・書家庭科繍 1 Il 6 1 
中学校学習指導要領 事司祭.~庭科銅 1 961 
作び疫学聖子抱持軍慰紋 技術 ・ ~1Il逗科純 1 1 6 8 
中学校職業 ・家庭持学習~吉正 . i967 
附学校号車術 ・家庭斜学習指持軍欝 t 9 6 宮
中学校主主術 ・家庭科湾I営の手自I 1 !} 6 0 

























@ 投影高の回転と主荷図の百E佼ー立図面径五去常事に平岡宙 (.1:.) . a百悩函(右)































② 2 1)分-:10分の面接時間を予定し ，立体傑湿の技影簡の作図ニ間出越した。
@ 面接は i人ずつ尖泌し，来実施。生徒l'Cii後内容をもらさないように記慮した。
@ 問題指示κ先きだち，生徒の気分をやわらげるよう話しあえるl時間をとった。






事例(1 J 対級生徒 K.S 2年男子 知自主換算~(偏差値) 5 6 .学業成象上・技術家







































































〈はなせば小さ くうつり ませんか。 . 日制日考えている・・ちがわない…とつぶやくb
B では ，目 と物体一一投影商の関係は。 -・・・・考えている，はっさりつかめない様子。















































































•80 1 して〈ださい。 卜 長さを2考えてかいた。
長さを ，長さを考えたというのは。 ト -一・・とC長さ……と物体の正富富のたで，指貨をさ
. との物体の正面がたてゐC1n， よと 6G'1lL I す。






































では かいてみて〈ださい。 I ・錦.I!I!(l)でかいた投彫図の正衛図に(申央〉殺
はいかけましたね。 I線をかき入れる。

















































































てフリ _-";/ドでかいてみてください。 1. ……ただちに日だす ・・


















してかきましたか。… と腕の腕さ |・ どうしてといって… 考えてから ・みやすい
①眠、①
とれが正iln図です。 ."・ と必しどie主す・山
s し示す・・"・ し， かきやナいから。






同 片付。 I. 同じ高さで，投影して開 〈から，鰍附して
同じ長さの位債になる。
約束だからです。
- 繍というのは。 I・ ζれ。 … と脚 刊しくきし紗・・・・
投影図をかくとき基線との関係を考え













場所がうどぐ ，では立厨函よ.!?2 0 Cm， 
後方へ離したとしたら。 I・ とれととれが等しく ・20cm"....制叫白
図. t ~奉線→側面閣の閣'é ðず・・・・・・
ぞう ，とんどは物体を平商高よbその
ままの位置で20 cm下の方fCさげたとし
たらどうな りまナ。…・・とぷ三二三二7・ …・ー じっと拷えている…・ー立笛萄の図の低位が





















01・ あ念たは先程 ，ζの物体の投影図をか | ・・・・作業録制(1)の鈎体と主主従のかいた役E多国を前





うん。 jEf商関の各線〈辺 〉をか 〈とき
1'( .どう場えてかきましたか。


































































-…・・しばらく考えている H ・・く びをこ・三回ふ
りうなずく。・・・・・発言なし。しかし?のいった乙












事例 (3) 対象生徒 M.1 2年男子知能換算点(偏差値)6 1 ，学業成続中技 '家
vt積 5(知設 5・技能4， ) 
時間 調査者 T の発問 生徒の発言と作業記録
o 1・ ζの物体を第s角法κよって，フ リ
ーハンドでよろしいですからとの用紙
に，あんたの考えていると:l>'T f'(かい









I I I 1 I.._- ， I : I I 
.lJ.J p 








1 ， ! '1. 1.
2 
告 4 ① @ 
- 2 8 ~ 












8 .ao I・ そのほかに~!Jませんか。 物体(形〕をある角度からみて，みえたものを
ひとつのAifにか〈。
. ぞれは何とwう方法。 ω ・黙
忘れた。 g 
. ，;10 遊説開法というととかiまえていません F 
か。 I /1 
きいたととある。 I /1 "…・くびをかレげていと5の，み…
高等角投影法は。 I・ よ〈 かほえていなwけど……。
ほか ，斜投票長訟も忠刷出ぜ3まい。 I・ ……然
第1角法と第s角銭を正投彫図法と加
うととも ・。 I・ わからか。
製図では ，どう して第昌角法ゃml角

















































































紙 宅吾在霊す $i!1>i(l)の 18頁の等奥望書!lcr
-ー- ‘、u







! I I I h 
I I I I . 








































うん ，らまたは投影図をかくとき， ζ| イミ明






とにあたタますか。 I・ とと。 ・・正しく射す。
そう ，ではとの物体の厚み止いうか喜怒








寸法をか く時{ては ，ー か所へまとめられるだけ
まとめるので・…一。
、・一一
。l …:錦 ω 酬の投附沙 I..f下業稼館山体制と…、ドた投影












で示し …"'-~Ð板〈函 ) と考えて，
ぞれらが.m置に投影されて，直線として
ととVC _.~cc. 
1-1ι戸 -ζζにと飽きレあらわれる 1_ J勺戸
という考え方はしませんでしたか。 1.. .一・しば月く考えてて・…みた通bにかいて同っ
そう ，一平面を投影面tて垂直Kして投 | た。
jjすると，線として表われる .また点は







































6.50 I わすというとと限りませんか。 I・ はい・そうです。
では，いままでのととから，あなたが
7 I とれまで考えていたととを振bかえって







ととでと タあげた限緩対象生徒 事19IJ(l)K.S. (z)M.T. (3)M.rは ，学業成緩
最上位の生徒dで，しかもー前の紙街による実態調査の結柴，知識，技能の習得の隊熊が，一応皇室し
い形では返されていると思われる生徒である。っき'のとの三人の商祭給条を対比 しながら，知織，
技能の習得の傑l~を，櫛造的 ， 関述的~観点から考慮してみるとと V亡する。なお， ，習得過程上の問
題点や指導ょの密着.点については， 最後κ まとめて総合的~考祭するととにした。
〔作図〕 一作業課題‘1， 2について
“物体(立体t!1~製)を~ 迅 角法7ζ よ b 表示ナると ν、ぅ接続拘技術の技能的1I'Jil l，rCついてみてみる
と， 1¥1. 1は .tl~題 10大き ぢ Yζ一応間以 7う;.f:， ":.たが，=.ノ、とも ，フり ーハンドで立体を表示す





























K '， S 
長さをiH議。て表わせる。第 8角法は。
M.T わすれた。
M. 1 念体の形が， 一枚Q)f函K正しく表わせる。
T 斜投影図のほうが全体の立体の訟を表わしていませんか。
M. 1 ζっちのほうが……うら側の乙とどう念っているかわから攻い。
I{ • Sは，鈎筆者Tが遂事屯図法，斜投影図法について鋭明してやったので，ぞれと節 3角
法との比較において，盗視図法では，辺の長Eきがむからはむ、。正しく表示でさなb、から第 S
角法毛筆用いるというように考えを滋めていったようだ。











K.S衝に….i安彫函のとと。直角にあててか<0 M . 1 垂直の直角K影をうっす。と
。'SL体t'C直角rc，影をあたるようV亡。
T.光緩む関係位。




M.T 黙。くびをかしげて考えている。 M、I 一直線上にある。
T.正面図 ，平面図 ，側面図の記訟はどうしてそのようK配置したか。
K.S ~1I角法のきま b だから。 . M.T 約束だからです。 M.1 きまっている。
T .予言iH訟と側面図は ;正面図とどん友関係にあるか。4
K. S 将百図tよ正面図と同じ場所同為。……垂直線上にというととを手で示し，との関係。
T • 正面闘と側面図は。 K.S 反応なし。
M.T 同じ;寓さで投影しひらくから.道線に対して同じま受さの位僚にある。
M. 1 正而図の巾は ，との平商閣の巾と向じ。
T か互いに…… M ・I 平行でき垂直。 T そのほか。 M ・1 ζ の高さは・・.... 
iE国図w 側面図をさし e 同じe
T.基線というのは。.投影図をかく とき基線との関係を考えてかいたか。
K.S ~全 b き ν、たとと~加。 ・ 考えないでかいた。 部決4符瑠
M.T とれ。・・ 4 純正しくされ・ 基紛糾等しい長さのととろにある。 …:の説親
M.I わからない。 ・ 7ヒだ，-Vス…製!E用紙夜四つに区切ったζ と ，がで
きていると考えた。 I
T .il:.荷凶のとのりょう(辺)は→ピコ| 平面図のどとKあたるか。"三面図 .t，~ 
よび図とSL体との結合関係，有t置関係，
F -ー+とζ
K.S 考えてまよい ;一一斗とととEさしのち .IEし〈さす。
M.:T 正しぐさす。 I M.I .iEL_<さす。
T.物体の厚みというか奥行きは図のどとに表わされているか。
K.S .1fL面図に出る。 M.T とと。 M，1 とと。…と，ともに廷しく主主す
T.ζの立画図。像がうどかないように.そのままずっと物体をうしろに移動じていった
ら平商図と側面図の位置はどう なるか。
K. S ~線かち遠fんってい <o T. .rr箇而よ!J I O c:nうしるに離したら，正面図は，
- 3 5ー
K.S 変!)iまい。
T.平面図は。I<. S 1.OC術離れる。上へ。 側面図は右へ 10仰首離れる。
M.T 場所がうどぐ。 T.では，立図而よ.!J2 0 cmうしろに離したら。 M.T 蕊線→平
lRi図，ま法線→側面図のf簡をさし，等し <20C.'mとなる。 T.では物体を>p.画面よりその e
ままの位置で20伽下げたら。 M.T然。・・・平首I図を指さレ，ょげ齢、下げるか まよqて1t'O>
T.標題欄がじゃまなので側面図だけ少しよiてあげてかいてもよろしV功、。
K.S はっきりしなlt'o 0 M.T しばらく考えて正面図も上へあげねばなら念い。側頭
図だけはよく念加。
M. 1 投影図としてはよ〈ない。 T どうして。 M.I 寸法をかくときーか所にまとめ
るだけまとめるので。
〔正面図 一平面図) (正面図 一 側面図〕




M.T ・わかゐ。 正しくつかんでいるの ・正しくつかんでいる。






















〔司事例1) K. S 一基礎的妓術〈知識・技能 )習得り様態ー〈 習得内容の関辺機造図)
x 物体のおく位置量(第8角) x iE投影のlボ且目 指.ll:li!ij衡をもとに半， 侃li'!iflI90 e 回転
: '!投書彰i量j..・単にaiiといってい る。 拠点トー煽
>:<e一 投影f宣ト一物体の困層係 : 0 議トー線実長，点
ー : : )c光線は平行 :民館一吋m.街 笑目玉，線 : 干図の酉E陸・いきまり




図(表示)作うつつえものをか〈 一..・o・......・...一......……パ・ 0・H ・H ・..……-…" ・…・…・… 》ー
〈投影図ぞかく〕
































































































































































第 a角法の:学習へ進むという抱濠<C~穏に仕組ま ないと ， 単なる知識技能の伝逮に終.þ .との生徒
のように製紫的念匁f戯を断片的に記|怠するKとどまる .ζとになるで砂ろう。
原廻 ，法員。は， 知総としてを級以的に記憶していて，ペーパーテストに正し〈反応する。 しかし.
実際K物体開示するというときに ，とれらの法則を意蹄拭適用して投影図をかくという状態K
歪つては仰ない。投影図はまた別攻見)iでかいている。とれは正しい技術的な見方 ，考え方のでき
念加状態にあるまコけで ，と う したζ とは ，正投影C理解かじ争 う点以，~され~いうちに ， 第 a角法
のお湯へ移つtd鴇遜震のまずさに起因するものと.曹、われる。
l2) .例 (4)・(5)についての考堅実
















(~伊~5J 対象生徒 B. S 2年男子細'ig換鈎:点〈仮差値)50，学染成獄中 ，樹清・
医科戚叙且〈究段a・揃 ea)
作業銀題 (1)の作霊! 作業課題 (2)の作図
f fl rI 




I I I 
11 I ， I 同ト I I 
トートー ト→ー トー
ト ト
トH 晶画ー・・ー・・圃喧ー !十 トトー トー トートー トー ート I I I i ト トー
|寸上L_l_LI 
‘' 往-' H_~ 
1仁二ト '1_15Lト
1 ~ 1，1_5_ I ._一一司.， I 1 I一一一吋岳
I l6 I I t 
s ①I ---3-ー @
写楽中 総lid純資絡泉の| 学業中紙前日時査結泉の銅幽
事例 (4)Y. 11. ...…ー一一__ l~wU (5) H'S 









p.ガラスがあってそれを物体にあて， とちら P • lf-直図はよから光をあてて ，正面図は正商か
からみえる簡をかいて， (正iti)とちらから ら光をあててうつったものをかいて，側面は側















? .展開図，見取図 P・第 1角法，点対象
T • 透1yi図法というのは。
Eあっ，見取図。




























































































との肉1安調査証の(事例4 ・5) は，紙Ili!dI竜王互の結鍛に誌づいて ，IE役彩のt原則 ，符に霊直な自の役llI>についてよく瀞解されていないと思われる金主主
を対象に陶援したものである。 ζ の調査結集からいえる乙とは a①正綬彩。鰐 S角法の原理I!，忠則に島唱する知識の理解が じ伸うぶん・でなむ、ζ と。@知
言語はも っていても ，断片的に記憶するに止まり関遜位がない ζと ，例えは， 平行)i:，線をま受~曲に直角にめてるというζとがわかっても，篇 S 角 E告はど
のような偽係条件で物体と主役彩耳目が位置Eづき ，どのように，平行光線をあてるのかというζ とは，その掬係をは掘するまでにいたっていなb、。また技
能も知織とぬ巡なく， )iljなとらえ 'Jjで身につけている。
立体か主主三つの自宅Eとり 出し てー +きさまっている配包でかく c といった平山的な 見方で作凶している。酉E燈のさまり にしても， 一平副にE皇制する
方法と鈎返し て理解されていないために，各国自の疋しい位窓側係がは豊田されていない。
。




































































との対象生徒は ， 図の配置は決っている。 見えた図をその決.~ tでか ぐといった考え方て強影凶を
一 令 - 5fL而図
正面からーか 一 正面図 }の三酬 とそのfJ挫のきまbを機械的両端して加
、 わきからー ) ー 側面図 て，みた三j[jの5司|をそれぞれ記憶した配置でか〈と
いうた状態である.各凶簡の関係やa_(J碕と物体との関係は， 正しくは燦されていな加し，配置の記
憶も~い ま加で ， 第 1・角法と i昆阿 し ， 正面慢の位殺さえまちがえてνぺ る。 以上の事例から方抗上の








告側6 ・1)のr-;'Aと!{. W ，二人の生徒の面接識を官掛 ( 要約 〉を対比して示し ， つ~に
その考察をナる。
容例 (6) (3) 
知書換算点(偏差他)， 8 ，学事結成草案中の下，技術.家庭





























1 I . . 18
- 4 6一ー
@ 
~ j . _la' 
疹例(7) 対象生徒 K.W 知能換算，点〈偏差{室):; 0 .学業成績中の下，技術家鹿科成績







11 I I I I I 
1 I I ¥ I I 
に陛ト ーー一一・ーートト H-ーー骨骨曲ーー ーー -
トー 1- ト-1-- トー
行寸 ド
}ー l 1 I I 
H ト| 1 I 
" K。吋 W-li， K.w 
5巴 111j--5-13 
6 (~) I も ③











p 物体の上VC四角念ガラスの絡を草子いて，-p? p わからな川
手で示し …とう1i:って， 3角法は上からみた
のがlE陶f.ilZI ~つ平面図で ， 前からみたのが正面図で ， わきからみたのが似ili町図で・ . ........ぞれを
ひろげ・
T. 立体を一平面上にかき表わす方法はほかにどんな方法があるか。
P 1.角法。 P 1.角法。
T.透視図法r.to p j対まえて加な加。 P. がほえて仰ない。
斜投影図法110 pわからない。 P. n 
等角投彩図法位。 pきいたととない。 P. ならったがま~~まえていない。
T.製図ではどうして第 S角法〈第 l角法〉を用いるのか。
-47-
i開仔)N ' A紙順加来の縮図下制下!靭 j(竺;竺I主主亘空空互]
P とうした見ゑ図だと…Tがかいた斜投保全図 P. わかPやすいから。
暑さし…・全部の形がわからない。
T.第S角法だと全部の形がわかbますか T 第 3角法でかいた鴎と…彼の関4暑さし・・・
斜投着手図でかいた限と ・..T図ぞかいて示すで
で同斜投影図でかいたほうがわかりやす<ii:'A。































P.正面図一平面図。 かかる。 P.正面図一平面図。 わかる。
正面図ー側面図。lEし〈つかんでいる。 正面図ー側面図。 はっきりしない。
-(> 8ー

































































































ζの(~H担U 6 ， 7 )の自主菱調査は，先の紙白調査の結集に是正づいて，正投彩の原則が理解されてい ないと 忽われる生徒を 対象に陶修 したものゼS己主5。
辺投彫の原員Jjについて~2伝的に指導しておかないと製l溺の絞術的な方式は身につけ鎌い。物体の形や大きさ努正しく表宥をする役影の原則が磁笑に態解さ
れて初めて，悠S角渋の佼術方式で物体の表示ができるのである。織僚の結主義からみても， ζの生徒ぼ，そうした遜俗的な原型や尿剤蝕4怪童書解して投彫
図がかけるとい う段階に透していない。鍛5免法の知総務鮮にしても， 単 に. IZ!;[角なカ・ラ ス綴 に物体を入れ， 売，た関ぞかきそれぞ広げる，といったとら
え万で ，三自112!!lの記憶は，盟主べてかくとわかりやすい，という主鎖的な見方でζ れらが習得されている。





































































































。指導者 l&f.A組 男子(1組_2組) A 教錨
。 日 時 昭和吉 7&f・ 1 1月. .-l2.FJ (学校のつどうで梨凶は 2学J舗に実施)
(2) 学習指導計 頭
配自寺 再当耳 lii:l当tEZ 話事 内 令偏向?・ 指 司事 内 F烏 草寺簡
1 警高簡の完童図・・・・導入 1 6 いろいろな物体の役鯵 4 
' 
量生 2 聖誕図用具と使用法 4 斜面のある物体の投影 (1) 
針 線と文字 ( 1) む、ろいろな物体の投影 (革). 用 量抵 ( 1) 。 展開図のかきかた 官
書提 製自由用の女字 ( 1) 7 製作図のかきかた 5 
図 車裂のひ君きかた ( 1) 寸法の記入 ( 1) 
s 平自国法 a か毛筆かた 0 ・よみかた (1) 
(2 6時間〕 4 投影図のかきかた 4 V プロック その他 (3) 
第三角法…・〈授業銭安定〉 ( a) 8 日常生活と関商 1 
第一角法 (1 ) 9 まとめ l 
使用教科密 実数技術・家庭 5恵子1 実数出版
(3} 記録の方法その他
o l受業D基調聖書記録は所員1名と，学校。j後員 1;完の協力をf尋て実;脅した。
。 I冴究の目的から巧・ぇ ，主主材のねらい ，内容 ，方法a学校Df倍率計I酌盛りりVL実絡した。





左 i~~ D月r:妥fを湖l肢の数字は ，)5単位を示寸ω




(1) 第 t 次〔設計 ・. "製図 . ~~高3角法-) 1 1月16日 第 2時限



























































所要 i 教 師 の提 示・ 指導












高革 サ .2 0 






できた人 P.A 翁 (板嘗ずるよう
指命 )
P.Aの悶






















































































し・・…...・H ・上からみたの と ，わきからみ
たのと .ぱらぱらにしてみて替かかねば





ないというととがわかりま したね。 I は い。




















かいたのではやはり作れないと いう ζ と
はわかりますね。そうでしょう。 I は ~'Q 
-58ー
f帝要一一-
































































































































































喜議 教 自前 の 鍵 なー、 指 理基 生徒の活動
く竜王望書〉



































































教 附 の 提 方て 指 量窃
に 乙に物体4きおいて， 平行光織をあて ，
~をうっし紙にかく 。














それに向ってどういう光線を あてるか | 平行
とい うと，投書修衡にますして1It留な光線












投影簡に向って舗な 和Iで . 平行光線
平行光線をあてる。…・・〈仮谷しつつナ
そ ζ にうつし出された闘を か く。
ですから，それは必ず物体を期国角に
おく。













ますと 〈投影鈴明擦で示 しつつ〉 形
大きSはそのままうっし幽されます。
それを総みt含わぜて l・ ζれはピンポンのヨ巨人れの箱です。






















( c図) 1 ・ 入らない。








• Tをさかさまにした形，とうですか。 1.. Tをさかさまにした
〈と叡謹書する) I 形
乙れでよろしいですか。 'j ちがう


















P .H君 ，ζ の絡の正高からみた図を
かいてください。
ζ れでよいですか。































- ζ れでよいか……よいですね。 I はb、。
では今までのζ とをまとめてみますよ
- 乙ういう物体が， (と慎重包を示レ 〉
ζζ にある。 (友闘を板書する〉































(2) 綴2次 〔設計・製図 一 筋3角法) llflaoB ~誌 1 s寺阪
授業~èぬは省略すz，





























































H ・5ド樋商 1・ との険のほうを………・一俊li萄E賓といい
H …側廊罰百 l ζ のように名づけられています。
そうしますと， ζれらがす:かったわけで
すから ，費量噂すると。
E iffij ìÆi~.こうつる形;'2 .…… (板谷しつ











側騒煽ごうつる形 I. それから附荷 にうつる制……・ | 側海
〈側商関j
側街島正iといいます。
・ いまは，側ili陸軍について， ζ ちらから
の〈投~織の右を芯レつつ) 倒的関



















生 徒の 活 動
〈反応なし〉
(だま って符えている)
































































































































. 乙のi属商は何といいました。 P.T 司Z函d百
. 平甑fWj.…・これを開いて，それから P.T 側l薗Ifi
. 側蔚ui>.e1mく。 P・T fまL、。
そうするとどの様がそのままになって
15 いますか。 p. '.c 立函d奇






ず?。 9 0" 
. 9ずです ね.まっすぐなり ます。 日目・
(投影総の.lfZ商匝百>.I?闘いてみせる 〉……
. 側筒1iia1.:J.，ζ うなっていますから……
〈投影穏をさしつつ)…・・側画題も， 9 0' 
. 9 o'飽きます。




































日 I I・ 上の酌，:1土，有の形は右に位飽します。
蟹奮 い同一平df.上に表わすには，立窃耐を申


























」ーー1 ζζの線は ，ζ う， ζ う，・・ 6 ・・〈と左
図を板脅しつつ)…・・でる。
-74-


































合は ，必ず古車く投光線をζ 乙から ，ζ 乙
1・ まで……〈仮容の投影密に投傍線を入れ
! ながら).. '"入れますム平行に。……






















らずっと投影織をかきます。 H ・H ・〈と半| するに忙しい〉
円をかいて投影絡をつなぐ)
. いいですか。























































: 1 の人がみてわかりにくい?ですね。 I





























































( p. N 封書命}










































































では .とちら忌むいて ，ζ の正t旬却は
-…〈 とP.N君のかいた役影濁につ
いて検置す~. る)….....…・乙 このと ころが
企部正面となるわけですね………(と正
商になる物体の偏寄手でさし示しつつ)I はい。
・. するととの形……(P • N震のかいた
正面図4暑さし}……いいですね。
l べないとζ るl・ 』エから平行光線をあてた所…… となる
¥ ¥ I 

















( b I笥〉 ととは，だんがいになってい
ますから……(色のぬった函をさ し〉 …































































































1 ~升沼 教師の従ぷ・指 耳事 i生 徒の活動 l
e:J(都! 一一_J._ 一一一一一一-'-'
. .. __ l_~ .. _ . _-"._.一一 ζζと .Cとで|




もやっぱりとこ涼でるとさますね， •. ..• 
〈板書f)・…・〈昌江主主図書E限)
ζれはどうですか。…… (OOIäa闘を~





1 する … 九
そうしますと物体1.e-teへやった治合は
:a:へ・・・H 間-/j!a織広三 二つのItrの像はどう なるかとい うζ
け左へ移動する。 (竜王曾レつつ〉 ・・…・…平行レて何時に，
由凶4 斗そZ若Sの富t政司岡まホ噛、，EG{i d叡EJ3鵠di 
筒一路腿だけ左へ …・ ζ ヨいうこと |
にはり 去す。偲aJ腐はそのままだ，とい
うととになります. V立b、。
ul② 正局長g，平ぬ儲 つぎ二.務['1 • 正ItJI泌と仰釘閣の関係。
みてみま しょう。 …… 〈似憎しつつ)
乙の仰の物体を下へ~げます. ( 1:J'i! 










ζ れは， …・・(と司Zdorirをさし〉 ~らない。
そうですね。
t板望書J とんどは .5!z diH~1と側街図についで ，
















































、 ? ? ?
?
? ? ?
ー ? ? ?
?
書震! 首担 餅 の i是 示 t曾 割草 まと指定の活動
留の乙のlS底堅と，平信図の燦隠と ， 間じ(反応早い〉
. 間じです'dO~





































時間 ' 書主的1 の挺示・指若手
一一一一、 そして線署長下 におろして・・…役修事臨場























4 9 1: I I !，"， I とんなとζ ろえかいてゐだめでで言。
き ，








かさ・ とめておいて く だ;:>~ 、。
(問) I • それではこれから投影図脅かくとさめ
投彫図をかくと l なたがたは，…・・…・〈 絞脅しつつ〉 ・
平 面図と…・・なん ですか ? 一←一+疋向図 。
1-ち仰G!fi:i図。





































察.記録しとの記録から，生徒が民国の2主鍵的技術の内容を:lil i~ してV\( 実業主のすがたを見ょうと
したものでゐる。
とりゐげえ授業の内容から，ととでは. r第 S角法KよるA投影幽t去を鹿島事し.ぞの方法を身に


















〈区)1) 〈凶 2) 





教討は. r凶 i より凶 2 の俊~凶的なかさ方のほうが，人tて作って もらうに適当だJ と加ラ生徒
の発言を期待したが反応なし，生徒は ，全体的を外観陀とらわれて， 学生ふうにかれま うが ，物体















































. (しばらくして)・H ・H ・..p.全体に光をあてる ，p. 耳Z光な光をあてる。(の苑E主}
T.物体に対し平行4正光をあてると .閉じ形 ，大きさにうつる。 …-…〈 ζ れだけの説明では不
じゅうぶん。わかった人少ない。)
(2) 光線と投影図の関係




































T ，空闘を，水平面，笠I震前の二つのSjZ街でわl;.時計d湯十と反対の方向にま蒋 T角~策 4角





その物体の河きをかく。 ζ.n，{fo ~蕗 S 角法というω
ζれだけの説明で~a 角法というと嘉いきっているが . とれだけで「第 S 角vc物体をおき，投書与
し， ζれを一平l雨上陀.投影図として表示するJという第 8角法をつかむととはむり でゐろう。
各投影届tてうつし出された像(図形 )をそのままにして，さらに立画面を基準(濁街の接合部







耳1.，商図 i ~， しかし主従の笑態は.物体を正fljから，上から.右漬からみて，そのみた図を 聞の正[箇凶 !側縮図U











たりして . 一万からの投影凶 ( 正面図 )をか〈 事長包をさせ . ;J a 角法十ておける目→役~IÍÍ←物体















し彩筏型，印形綴裂の側節を， 正d百と謹言えてかく場合.~Ab>G陸線を入• .n ~まいでかいている。
T.まわってみましたら ，みんなこうかきましたねのとれでよいでしょうから考えてみてくだ







































しょにうっし t討される彫I~ .ζのαα の線と，どれです。う






T.CAの線はαα の線とCCの線だというζ とになり ますね。 αとαの線だけでないという
ととです。(と税関〉
ノマー 71 0" 線。按影
I .-[ I I T. またとの図。について.(小品J僚の噂宣誓〉投奇怪自のBと0の総は，
I _:ムー ー II~こ_v どζ とどζ ですか。P • bとb
| メ T dとd . T . dとdとなる(と仮令ずる)
| 一ー /1 ‘一一一一一一一ーー一一一I I I板 8とD= I 




T .では，線でなく如としたら(左凶を示レ〉 どうなります。 a品
c' c を幽と潟えると投影側にζ の仰が，織として(ACを赤
T ではとれについて， ζ の線ABはどζ とどと?P.abo
p.abcd 


































裁量a角伎の尿処 .j法則を1嬰解させ ，その方法で物体 (立体後製)の投影凶をか 〈荻絡を醤得さぜ
るζとをねbいでき学習は進められて1ハる。
第l次の授業において， ち存a舟波の，物体7.)お く位置 ，投影の法則 ，自→投影I商←物体。闘係.
投影のしかた ，(結巣的vcはみてかくという ζ と〉 κつhて一応ふれている。したがってと ζ
では，物体のお〈条件，位置についてはふれず，ii[ちにっさ?のように学習を進めた。
T 物体の1i~7.告 rE絡に表わすには ， 三印からみた闘をかかねばなり ません。 ・・・・ ・ 〈第 S 角法と
坂議)今日はその三白からみた区lを ，どう して平伺」二 (同一平1m)に表わすか，それにはど
うしたらよいか，について符えてみます。
'r' (投彩説明僚に立体を入れ総aミしつつ〉 物体の築工E儲からみたl濁は .との形ですか。(自
ぼくで投影町に織をかき〉乙れは前の投必淘にうつし出されたものでしたね。書箱 S角法は必
ず物体の的に投{彩向がある cですから，物体はす浸透ったガラスの向にか ζ まれて，いるねけ
です。
T. IE印から投S詳した所は，あなた方の手li(1の投彫簡にうっし出される。
T.よから平行光総をあてて，役修した場合は P . jエ， T.ょの投1%証言にうつるわ
げですねっ P. はし、。
T・では..おから投彬レた場合は ，・._一..p -6の段級白。 T おのおど~(Øjにうっし出δれ
る。








る から主体は，第 l 角法という ζ と κ~る。員事 3 i司法では.1.炎彪1百を透明なガラ ス板と仮定し，
包→投影高←物{本の関係位鐙において . 白κ見える i師告と投影して作~げる万倍である。 ζれは正投
影図法7.)原股，いわゆる第1)与t去の彩rうっしとる という考えかえ と，やや異なるわけで，も らろ
んその応用!rLaるわけだ.o{ζのζとをどθように生徒にのみとませるか ，実はむつかしい問砲でゐ
る。
T.物体の誕正f庖からみた凶。 T ，疋蔚から役影した形。 T . 上から平行光線をゐてて役務~， 
などいろいろな説明のしかたをしている。との教刈Dコトパκよって， 生徒はどのような概念をつ
-9 .3ー
かみとるだゐうか。第 1 角法v うつった 「影J という概念も同僚であゐが，霊史学。技k1~図錦 1 角法
の~]鵠 C説明のし;ちとも よ〈飼逗をとり ，生徒K正しく概念がつかまれるよう，俊楽Vとおりーる教師
。用語a':じゅうぶん験討し，正し〈使っていかねばならないと考之る。
投影図 売









T.同一平聞に表わすには ，立闘ほr>.を市心にして， (板槍しつつ)!) r:i序回ほする。。
〈板潜) T • 9 0白紙する閣はどこのmとどこのil!lがめるの? P.平1函曲
目立煽聞を申心にして! と側蘭印
0 







T.どζSこ必 t釦があり忘Eすか。 P"友下。 T.上の形はどζに宮廷われますか。 P， iE偏，
P 程上…......

















。r. eD巡しているりけですから ，士会S話線を薄くかきますo • ._... ..:.符 :l角法で三歯図をかくとき
このようにしてかきま7・ 0・(と該とめている〉








































L， ~~- I 
「ギrmI対は正1m凶D上に 〈る。 JrイJllifo凶''iAr筒盛!の右κかぐ。」と哨単な説明でナませるとと
が多いが， IE，lo闘を主主将gv亡して平uliItñ と ~m rlii凶会 9F回早まするという方侠よから . J理論的κょの①
③の結燥になるという ζとをはっきりさぜる必袋がある。正筒凶と平rm凶は単&る上 .下の!銭係位
躍でな<.室主砲で平行<<ニ直線の聞にはさまれた|謁{系位置陀おける ，上 .下向係でめるとと。正




とれらの思論tJ>.舷笑』て地解されていれば ，半i踊図 .( 側i荷凶)~正 r/iï図とちが う垂直線上. ( 
水平線上)~C か〈 ζ とはないだろう。また.íEr耐図をかいて，そとから上へ延íIT~ . 右に水玉Pi'C投銭




銭術的~記長日I1 も生み出されてきたととをはっきりさせるならば ， 合1ll!的 . 能$的な作図の万法も自
ら'~渇されるのではなかろうか。
授業は .ζのような理論的な知ß~内容まで取り<bげるK歪らなかったが ， 一応正I蔚図 ， 平沼図，
sll府閣の関係位誼，ならびK投影凶と物体。相互1刻{系について伝導している。しかし，ゐまりにも












































らい〈らの隠密Ii~C基点をきめてか〈というととは ，磁接正!日区ID {立霞決定には関係 し.1:い。しかし，












< t乍図は，支え別な作図方法 と し"'C， J京滋 ，法民IJと切り総してと らえる傾苛の生廷が多い。生
徒の作図Dしかたを見ると，正i苛簡をかhて，ギrm凶は正(f1凶のよκ.'物体のよからみた形をiErm
E惑の大きさK 合オフせて適当Kか心 事!~節制 もそれ と向 じよう Kお側tてかぐといった作E惑の・しかたを
しているのが一般的でゐゐ。三1ft;閣をぞれぞれ別な簡とい弓見かえで作区|し，-t・3つあとで投影線を
形式的にかき入れているにすぎない。














奥行き( 恩δ) の災<::sーを とれば， ~I自 ， 側 I白の投~凶の位世主がきまり，必然的に図の形，大きさち
決定されてくる。



































































































ウ 役務凶法の導入として， ζうした生徒会成有総験のヰ1から取材し， 展開するととが望ましいが，








宝 物体からその構成妻要素である点，線.ct司を揃象する力が足りなb、o *た，平行 ，黍直，など
100ー
の位底関係や結合l均係をとらえる力が弱む、。


















































































































ス 客観的合法則性を意識的K適用してつぎのプロジェク トに取 り組み，より高い技術を判断し自
得するとい う段階的，発展的な指導過程を重傷する。
- 1 0 3ー
以上tて述べたととは，第一次llJ1究の結果明らかκしてきた，生徒の製図佼術の省得の実態ゃ.留
得過程並びK指導上の問題点をまとめたものでゐる。とれは，あぐまでも研究途上。仮説でゐって
今後の課題としては，さらに実践を通し，とれを実ill:的K究明してい〈作業が残されている@
第二次t}f究Kおいて，との実証作業を行なうKあたっては，当然，t旨若手と VI婦連Kおいて， iとの
のような過緩でとう指導したら，とう念った」というととが中心的な課題となるであろう。
と0研究では a指導κよって生徒がどのような醤得過程をたどるかという観点で研究を進めてい
るが，今後の実施作業においては，自得過程というよりむしろ，とれを裏がえした指導過程を|問題
にしているといってもよい。
第二次研究の実証作業を行うには，まだいろいろな問題が残されているが，今のととろ，つぎの
ような計画でWf究を進め ていきたいと考えている。
L 第一次研究。結果κ基づいて，実際の学留指導案を立案する。
2 実験学級tておいて指導し，学僧効果を篠かめ， :::主従はどのようなt:1尋過程合たどるかをさら
vc究明し，指導過程や学習J締法Kついて倹註する。
なおできれば製l割以外D教材Kついて，とれとl司僚な過侵を適用し僚かめるζ とκより，技術指
導のえめの一般的な原則を明らかKしたいと腐っている。
以上で，研究紀要。稿を閉じるが，とれを読んでいただき，わたしどもの今後vfVf究推進のため
K御意見 ，ど批判をおよせいただけれは'幸いでめる。
筆をおぐi'Lあたり" f!if究tて協力していただいた新潟市立鳥屋野中学校，白新中学校の先生万陀対
し深h感謝の;愈を表します。
(研究執筆者
? ??
?
?? 勇)
